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  福祉拠点について       資料５  

 

１ 目的 

近年，核家族化の進行，ひとり親家庭の増加などにより，家庭の力が弱まるとともに，

地域の共同体による支援力が低下しており，また，８０５０問題のように，世帯単位で複

数分野の問題を抱えていたり，様々な問題が絡み合って複雑化することにより，制度の狭

間に陥り支援を受けられないケースや本人や家族がどこに相談してよいのか分からないよ

うなケースも増加してきている。 

こうしたことに対応するため，社会的な孤立を防ぐとともに，公的機関をはじめとする

既存の窓口と連携し，各種制度や社会資源に柔軟に繋ぎ，個人・家族が直面する困難に適

切に対処する｢福祉拠点｣を整備し，市民がより身近な場所で包括的な相談・支援を受けら

れる体制を整えるとともに，各種社会資源との連携・活用を積極的に進め地域で支える福

祉の実現を図る。 

 

２ 概要 

（１）組織 

  市内１０圏域の地域包括支援センターに自立相談支援機関を併設し，｢多機能型地域包

括支援センター｣とする。 

   

（２）職員 

ア 人員配置（常勤・専任） 

主任相談支援員        １名 

相談支援員兼就労支援員    ２名 

   １福祉拠点当たり       ３名×１０か所＝３０名 

 

  イ 資格要件 

  （ア）主任相談支援員 

社会福祉士，精神保健福祉士，保健師のいずれかの資格を有する者 

  （イ）相談支援員兼就労支援員 

    ａ 社会福祉士，精神保健福祉士，保健師，介護支援専門員，キャリアコンサル

タント,産業カウンセラーのいずれかの資格を有する者 

ｂ 社会福祉主事で社会福祉士の資格取得の意向のある者 

    ｃ 介護福祉士で介護支援専門員の資格取得の意向のある者 

    ｄ 自立相談支援機関で相談支援業務に１年以上従事した経験のある者 

    ｅ その他の相談支援機関で相談支援業務に３年以上従事した経験のある者 

 

  ウ 研修要件 

  （ア）各相談員研修 ２８時間（国研修１７．５時間＋道研修１０．５時間） 

  （イ）開設前研修（事業者選定後Ｒ４．３まで随時） 
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（３）業務内容 

  ア 「高齢者あんしん相談窓口」業務 

（ア）介護予防・日常生活支援総合事業 

     介護予防ケアマネジメント業務 

（イ）包括的支援事業 

ａ 総合相談支援業務 

ｂ 権利擁護業務 

ｃ 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

ｄ 生活支援体制整備事業 

ｅ 認知症総合支援事業 

ｆ 地域ケア会議推進事業 

（ウ）任意事業 

住宅改修支援事業 

   

イ 自立相談支援機関業務 

  ※担う業務のうち想定される例 

（ア）高齢・介護 

ａ ８０５０問題 

ｂ ダブルケア 

（イ）障がい 

ａ 精神保健対応 

ｂ 軽度の発達障害者への支援 

（ウ）ひとり親・子ども 

ａ 虐待が疑われる児童への対応 

ｂ ひとり親家庭の相談 

ｃ 若年層ひきこもりへのアウトリーチ 

（エ）生活困窮・その他 

ａ 住居確保給付金の相談・受付 

ｂ 生活福祉資金貸付（実施主体：都道府県社協）の斡旋 

ｃ 地域の社会資源の把握・利用調整，開発 

 

  ウ 社会資源開発業務 

    圏域内の複数箇所に困りごとの有無や年齢にかかわらず，誰もが集え，多様な交

流を行い，地域コミュニケーションを向上させることでソーシャル・インクルージ

ョンの実現に寄与する通いの場や集いの場が発生するよう仕掛けを行う。 

 

（４）地域の方が気軽に立ち寄れる工夫について 

   困りごとを抱えていても自ら相談することが困難な方の発見や，地域における支え

手としての連携が期待される民生委員や町会関係者等が，地域ケア会議などの正式な

会議を待つまでもなく，気軽に立ち寄り，福祉拠点職員との情報交換や相談を日常的

に行うための工夫を求める。 
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※想定される例 

   ・フリースペースの設置（ロビー，ラウンジ） 

   ・カフェ的機能の設置 

   ・雑誌コーナーの設置 

   ・各種相談関係パンフレットコーナーの設置 

   ・休憩コーナーの設置 

   ・簡単な情報交換を行うためのテーブルとイスの設置 

 

 

３ 開設時期等 

  ３年 夏頃 福祉拠点運営事業者選定作業 

４年 ４月 福祉拠点開設 

 

 

４ 事業費（単年度経費１０カ所総計） 

（１）自立相談支援機関運営事業費（新設分）   １９０，０００千円 

特定財源                 ３６，０００千円 

一般財源                １５４，０００千円 

 

（２）地域包括支援センター運営事業費（既存分） ３１０，０００千円 
特定財源                １７９，０００千円 

一般財源                １３１，０００千円 

 

（３）合計                   ５００，０００千円 

特定財源                ２１５，０００千円 

一般財源                ２８５，０００千円 

 

 

 

 



●福祉拠点のイメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

市）○子ども未来部（ひとり親・子ども支援，ＤＶ相談，虐待等） 

・ひとり親家庭サポートステーション（本庁，亀田） 

・マザーズサポートステーション（保健センター） 

・ひとり親家庭・女性相談 

○教育委員会（就学援助，不登校） 

 

関係機関）○児童相談所（児童虐待） 

高齢・介護 

様々なくらしのお困りごと 

相 談 

福祉拠点（多機能型地域包括支援センター） 

相談員（６～１２人） 

・保健師 ・社会福祉士  

・主任ケアマネ ・ケアマネ 

相談員（３人） 

自立相談支援機関 

・社会福祉士等 

拡 充 

高齢者の困りごと支援 高齢者以外の困りごと支援 

既 存 

連 携 連 携 

連 携 連 携 

ひとり親 

Ｄ Ｖ 

失 業 

病 気 
障がい 

不登校 

ひきこもり 自 殺 

ホームレス 

貧 困 
借 金 

etc. 
虐 待 

障がい 

生活困窮・その他 ひとり親・子ども 

市）○生活支援課（生活保護） 

○地域包括ケア推進課（生活困窮者自立支援（就労支援，ひきこもり）） 

○市民部（借金，債務整理）○都市建設部（市営住宅等） 

 

関係機関）○市社協（生活福祉資金貸付，成年後見センター） 

     ○ハローワーク（職業相談，紹介） 

     ○法テラス（法律相談） 

     ○民生児童委員，在宅福祉委員 

市）○高齢福祉課（高齢者サービス，高齢者虐待，ひきこもり） 

  ○介護保険課（介護サービス） 

 

関係機関）○居宅介護・介護予防支援事業所 

○訪問系・通所系の居宅サービス事業所 

     ○地域密着型サービス事業所 

     ○介護保険施設（特養，老健，療養型） 

市）○障がい保健福祉課 

（障害児･者サービス，精神保健相談，自殺対策，障害者虐待，ひきこもり） 

 

関係機関）○障害児･者相談支援事業所 

○障がい福祉サービス事業所 

○発達障害者支援センター 

○精神科医療機関 

 

※主な相談・連携先 

※主な相談・連携先 

※主な相談・連携先 

※主な相談・連携先 

住まい 

8050問題 

子ども 

トラブル

精神保健 

アウトリーチ支援 

市内１０カ所 

アウトリーチ支援 

ダブルケア 

気軽に立ち

寄れる工夫 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1573537515/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDEzLzAzL2Jsb2ctcG9zdF80OTAuaHRtbA--/RS=%5eADBhEpuHipkckZDhCF3ALKL5wJqMFA-;_ylt=A2RCL5dq9chdgBQAMAWU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1573539094/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDE1LzAzL2Jsb2ctcG9zdF84NzkuaHRtbA--/RS=%5eADBxmAgGyM6R3rDKNs1hYJ5_SaSO7M-;_ylt=A2RCAweV.8hd_lkAhUeU3uV7
https://www.irasutoya.com/2014/05/blog-post_5926.html
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1573538930/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDE0LzAxL2Jsb2ctcG9zdF8zMTI2Lmh0bWw-/RS=%5eADBlpIVFsMpFY_LOh6jkku0mLcbdGU-;_ylt=A2RCMY7y.shdZisAgDiU3uV7
https://3.bp.blogspot.com/-hlAZOugGLBk/UZSsboqlU5I/AAAAAAAASz0/Y8-74hTqWME/s800/ojiisan_bed.png
https://www.irasutoya.com/2015/01/blog-post_309.html


市民の生活状況に関する調査の結果 概要 
（ひきこもりに関する実態調査） 

  

 

１ 調査概要 

  (1) 調査の目的  

全国的にひきこもりの長期化や高年齢化が問題となっていることを踏まえ，ひきこ 

もり等の困難を抱える市民の実態や当事者のニーズ・課題等を明らかにし，その結果 

に基づき必要な人に支援が届く体制を構築することを目指す。 

 

(2) 調査対象 

ア 15 歳～64 歳の函館市民を対象に，単身世帯を除く本人と同居する家族を無作為 

抽出した。 

イ 民生委員・児童委員は全員とした。 

 

(3) 調査時期 

令和 2年 6月 30 日から 8月 15 日まで 

 

(4) 回収結果 ※調査票の配布・回収は，ともに郵送 

調査対象 調査数 回収数 回収率 

15歳～64歳の函館市民（本人） 5,000 1,915 38.3% 

本人と同居する家族 5,000 1,663 33.3% 

民生委員・児童委員 702 589 83.9% 

 

２ ひきこもり群等の判定 

(1) 広義のひきこもり群 

「Q17 ふだんどのくらい外出しますか」の問いに，下記の５～８のいずれかに回答 

し，かつ，その状態となって６か月以上たつと回答した者 
 

 

 

 

 
 
 
 
ただし，次の者を除く 
 

 

 

 

 

 

(2) 狭義のひきこもり群 

 広義のひきこもり群から「５．趣味の用事のときだけ外出する」を除いた者 

５．趣味の用事のときだけ外出する 

６．近所のコンビニなどには出かける 

７．自室からは出るが，家からは出ない 

８．自室からほとんど出ない 

ア．身体的病気や妊娠がきっかけで，現在の状態になったと回答した者 

イ．自宅で仕事をしているや出産・育児をしている旨を回答した者 

ウ．現在の状況を専業主婦・主夫，家事手伝いと回答したか，普段自宅で 

よくしていることに「家事・育児をする」と回答した者 



３ 調査の主な結果 

 (1) 現在ひきこもり状態にある方の推計人数 

今回の調査結果における広義のひきこもり群の出現率は 4.23％であり，推計数は 

4,202 人，また，狭義のひきこもり群では 1.46％で 1,536 人であった。 

  （※ 調査対象である 15 歳～64 歳までの単身世帯を除く人口は，101,943 人） 

  

(2) 性別（本人票 Q１） 

広義のひきこもり群では男性が６割以上を占める。 
 

    

 

(3) 主に家の生計を立てている者（本人票 Q５） 

  「父」「母」と回答した者が 40 歳～59 歳で３割以上，60 歳～64 歳でも１割以上。 

   

 

 (4) ひきこもりになったきっかけ（本人票 Q20） 

  ひきこもりになったきっかけは，15 歳～39 歳では「人間関係がうまくいかなかった 

こと」「不登校」などの回答が多く，40 歳～59 歳では「病気」「人間関係がうまくいか 

なかったこと」と答えた者が多く，また，60 歳～64 歳の「退職したこと」をあげた者 

が多かった。 

   

67.9

60.6

72.0

73.9

32.1

39.4

28.0

26.1
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全体(81人)

15歳～39歳(33人)

40歳～59歳(25人)

60歳～64歳(23人)
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男性 女性

39.3

24.0

4.3

30.3

8.0

8.7

4.0

3.0

12.0

13.0 4.3

6.1

8.0

15.2

32.0

69.7

6.1

12.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

15歳～39歳(33人)

40歳～59歳(25人)

60歳～64歳(23人)

(%)

父 母その他
生活保護など

を受けている

配偶者

複数回答
あなた自身

15.2 

9.1 

12.1 

27.3 

12.1 

6.1 

36.4 

15.2 

8.0 

8.0 

4.0 

24.0 

28.0 

12.0 

40.0 

20.0 
4.0 

4.3 

4.3 

8.7 

60.9 

8.7 

17.4 

13.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

不登校(小学校・中学校・高校)

大学になじめなかった

受験に失敗した(高校・大学)

就職活動がうまくいかなかった

職場になじめなかった

人間関係がうまくいかなかった

病気

妊娠した

退職した

介護・看護をすることになった

特にない

その他

無回答

(%)

15歳～39歳(33人)

40歳～59歳(25人)

60歳～64歳(23人)

きょうだい 



(5) 関係機関への相談 

 これまでの関係機関への相談の有無についてたずねたところ，各年代ともに「ない」 

との回答が多かった。 
 
 
（本人票 Q23） 
 

   
 
（家族票 Q15） 
 

   

 

(6) ひきこもりの相談機関（本人票 Q22） 

  ひきこもりについて，どのような機関なら相談したいかたずねたところ「親身に話 

 を聞いてくれる」「無料で相談できる」「精神科医がいる」などの回答が多かった。 

   

30.3
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57.6

60.0

74.0

12.1

16.0
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15歳～39歳(33人)

40歳～59歳(25人)

60歳～64歳(23人)

(%)

ある ない 無回答

12.5

26.3

4.3

75.0

63.2

82.7

12.5

10.5

13.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

15歳～39歳(16人)

40歳～59歳(19人)

60歳～64歳(23人)

(%)

ある ない 無回答

18.2 

6.1 

3.0 

12.1 

18.2 

9.1 

24.2 

9.1 

3.0 

9.1 

36.4 

12.1 

12.1 

28.0 

12.0 

4.0 

24.0 

16.0 

8.0 

16.0 

4.0 

12.0 

44.0 

16.0 

4.0 

4.3 

4.3 

4.3 

4.3 

60.9 

21.7 

8.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

親身に話を聴いてくれる

医学的な助言をくれる

心理学の専門家がいる

精神科医がいる

同じ悩みを持つ人と出会える

匿名で(自分の名前を知られずに)相談できる

無料で相談できる

公的機関や医療の専門家ではない民間団体

自宅に専門家が来てくれる

自宅から近い

あてはまるものはない

どのような機関にも相談したくない

無回答

(%)

15歳～39歳(33人)

40歳～59歳(25人)

60歳～64歳(23人)



(7) ひきこもりの支援のあり方  

  ひきこもりの支援については，相談窓口の充実や周知，居場所づくり，専門医・専 

門家への相談などが必要との回答が多かった。 

 

（家族票 Q20）

 

  

（民生委員・児童委員票 問４)  

  

 
 
４ 調査結果から得られた課題 

(1) 40 代，50 代のひきこもり者のうち，父や母が主に生計を立てていると回答した割合 

が３割以上であることから「8050 問題」への対応が早急に必要である。 

 

(2) ひきこもりのきっかけとなる「不登校」や「職場でのメンタルヘルス」の取り組み， 

定年退職後の社会参加活動の促進などの働きかけが，今後も引き続き重要である。 

 

(3) 本人，家族とも相談機関に相談したことがないとの回答が多かったが，各年代を通じ， 

ひきこもりに関する相談を気軽に行える相談支援体制の構築や専門職による対応等が求 

められている。 

 

(4) ひきこもりの支援について，家族回答からは，相談窓口などの社会環境の体制づくり 

のほか，ひきこもり者が集える居場所づくりや外部からのアプローチなどもあげられて 

おり，多様な支援が求められている。 

 

(5) 民生委員・児童委員からの回答で，相談窓口の周知・ＰＲを求める意見が半数以上を 

占めていたことから，各年代に合わせた周知方法を工夫していく必要がある。 
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67

48

41
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26
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16

16

13

0 50 100

相談しやすい窓口の充実・周知

居場所づくり

専門的な医療支援

自信感の醸成

仕事の斡旋

外部からのアプローチ

ひきこもりへの理解・共感

家族への支援・心のケア

ひきこもりの受容

過度な社会的支援は不要

ひきこもりの傾聴

(件)

45.3

36.0

21.4

56.2

5.4

17.3

0 10 20 30 40 50 60

専門的な医療支援・カウンセリング等の充実

総合相談窓口の充実

ＮＰＯなど多様な支援団体の充実

支援・相談窓口の周知・ＰＲ

その他

無回答
有効回答589人

(%)


